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シンポジスト：熊野英介；アミタホールディングス株式会社、 
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形形井井：熊野先生、小野先生、舟木先生、今井先

生、それから形井の 5 名でシンポジウムを

行いますので、5 名の方はミュートとビデ

オの停止を外して頂けますでしょうか。そ

れから、小野先生と私が 2 人で司会を務め

ます。小野先生宜しくお願い致します。 
小小野野：よろしくお願いします。 
形形井井：まずは、ご発表頂いた各先生方で補足あ

るいは発表頂いた他の先生に質問等あり

ましたら、出して頂くところから始めたい

と思います。いかがでしょうか。 
小小野野：私から、一つ補足です。ご参考までに皆

さんにお話ししますが、今年の 3 月にアメ

リカで「グローバルトレンド 2040」とい

う報告書が出されました。この報告書は、

アメリカ国内の多様なシンクタンクの集

合体により作成されたもので、今後、世界

はどのような社会になっていくかを新任

のアメリカ大統領に教授することを目的

としています。基本的には、アメリカ大統

領が変わるたびに出される報告書です。バ

イデン大統領就任に伴い作成された「グロ

ーバルトレンド 2040」のキーワードは、

これまでの「軍事、経済、エネルギー」か

ら、「環境、経済、エネルギー」に変わり

ました。つまり、これまでの社会に影響を

与えていた「軍事」に変わり、これからの

社会に影響を与えるのは「環境」であると

言えます。 
形形井井：ありがとうございます。それでは熊野先

生、先生のお話で最後におっしゃったこと

は、現状の社会を変えていかなくてはなら

ないということで、しかし、最終的に社会

を構成する個人が意識を変えなければ社

会は変わっていかないだろうというとこ

ろが、先生のご指摘だったと思うのですが。

意識を変えるためにこんなことをすれば

いいということがありますでしょうか。 

熊熊野野：端的に言えば、国家がなくて金融が機能

しないときには人々は混乱すると思うの

です。その時に人々が、希望を失っている

かというと、生活は動いているので、生活

を拠点にして、経済が始まるのです。わか

りやすくいうと「闇市」なんです。国家が

未熟な場合は幸せじゃないかというと、近

代国家の未熟なところでも笑い声、幸せは

あるわけなんです。 
我々は、知らず知らずにこうでなくては

ならないという、規範とか構造的なことに

縛られていると思います。その構造的な基

準が、「持続的な経済のための健全な一員

にならなくてはならない」という構造です。

本当は、健全な社会のための健全な経済を

どうつくるかを考えなければならないと

思います。経済のための社会の一員になっ

てしまっています。これを違うと言ったの

が、10 年前の大震災の 3・11 だったと思

います。貯金通帳は流されて、水道は止ま

り、水も飲めないという中で絶望の淵に留

まってしまったかというと、そうでもなく

て、あの人が生きていたとか、日々現場で

は希望を見つけていた。人の気持ちが動い

たのです。ここに大きなヒントの１つがあ

ります。今、僕らは自由になろうとすれば

するだけ不自由です。SNS でも、余計な

ことを言わないでおこうとする。このよう

な現実を見て、構造的なことを変えるとい

うよりも、生活の中を変えるというレベル

で、それが豊かに変われば、経済はそれで

いいのだとスイッチすればいいのだと思

います。生活を豊かにするということは想

像力なのです。小学校の時から専門性を育

てるようなことをしている管理教育の中

で、我々は道具がなければ遊べない子ども

にしていったわけです。そうではなくて、

社会性というものをもう 1 回見直す時期
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に来ていると思います。それさえ直せば、

最小限の経済でも笑い声が聞こえる社会

になる。大分端折ってしまったのですが、

僕らは近代社会になったところで、有名な

国富論の洗礼を受けて、能力の高い国民が

増えれば増えるほど、国富が高くなるとい

う１つの方程式を持ってしまったのです。

ですので、経済力がない国は三流国である

と、民族差別まで生んでしまう。でも、エ

チオピア文化と日本文化に差はないわけ

です。そういう人間の本能的に持ってきた

英知の復活が今必要だと思います。それが、

豊かな社会をどう作るかということにな

ると思います。 
形形井井：わかりました。ありがとうございます。

そうすると、舟木先生、今の熊野先生の視

点、お話と、舟木先生のお話は一見遠い位

置にあるように見えるのですが、実は 360
度戻って、一致しているということが言え

ると思うのです。今のお話を聞いて、舟木

先生がお話された生活の中のお灸の視点

から考えられるとどういうふうにお考え

でしょうか。 
舟舟木木：現在、我々鍼灸師は鍼灸院の経営を考え

なければならず、そのため治療とお金を稼

ぐことが密接に関係していると思ってい

ます。しかし、地域社会の中で行われてき

たお灸というのは、そういったこととは無

関係であり、金銭を得るためではなくて、

共同体に属する人々の健康の維持を目的

としています。また、地域社会のお灸は、

互いの健康維持だけでなく、灸点を下ろす

人物や有償・無償の施術を行う者、家族な

ど、治療には複数人が関わり、その中でコ

ミュニケーションが生まれていました。施

灸を通じて、地域社会における人と人との

交流が成り立っていた可能性というのが

あると思うのです。ややまとまりが悪いで

すが、現代の資本主義社会のなかで行われ

る灸とは異なり、地域のコミュニケーショ

ンツールという役割を担っていたのでは

ないかと思います。 
形形井井：そうすると、経済的な合理性という、資

本主義ということまで行かなくていいと

思いますが、経済的をうまく回すための手

段として、あるいは、治療を提供してお金

をもらって生活するという発想を否定す

るということではないですが、地域の健康

というものを高めるという意味を含めた

コミュニケーションツールだと思うので

すが、そういうようなものとしても、今後

日本で、あるいは資本主義社会の中で、そ

ういう機能が何か芽生えてくる、機能して

いく可能性というのは何かお考えですか。 
舟舟木木：愛媛県今治市 S 地区で灸の調査を行っ

た際に、元々地域社会のなかでお灸という

のは盛んに行われていました。しかし、彼

らは鍼灸師にコンタクトを取って行って

いたわけではありませんでした。我々は鍼

灸師なので自身の生活や治療院経営のた

めにお金を稼ぐ必要があるのですが、今後

のお灸の普及を考えると、そもそもお灸を

する人口を増やさなくてはならないと考

えています。そのためには、地域社会で行

われていたような有償のお灸以外のもの

を取り入れていく必要もあるのではない

かと思っています。私は、それが鍼灸師と

持続可能な社会との繋がりにとって重要

であると考えているところがあります。 
形形井井：他の先生方どうですか。今のような考え

方、どのように考えられますか。 
熊熊野野：事業を行ってきた人間の視点からいうと、

今の伝統的な資本主義というのは、資本家

が資本を集めて資本の現場で、先行投資で、

拡大生産を行うという資本主義です。鍼灸

の世界というのは、皆が健康になるかどう

かは、生産現場で確認することではなくて、

生活現場や社会の中で確認して、あの人は

こうなったのだとか、あの人の歩き方を見

ていたら腰が痛んでいるなというような、

社会の中から価値判断をして鍼灸で治す

というように、社会からヒントをもらって、

価値を還元するというやり方です。伝統医

療も含めてです。我々が立っている資本主

義というのは、資本家が資本を集めて現場

で拡大生産をして資本を増やすという領

域には、初めから方程式が合っていないの

に、合わそうと無理をする。逆に今の資本

主義の課題を解決するために、社会を健全

にして、社会的価値を生産現場で作るとい
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形形井井：熊野先生、小野先生、舟木先生、今井先

生、それから形井の 5 名でシンポジウムを

行いますので、5 名の方はミュートとビデ

オの停止を外して頂けますでしょうか。そ

れから、小野先生と私が 2 人で司会を務め

ます。小野先生宜しくお願い致します。 
小小野野：よろしくお願いします。 
形形井井：まずは、ご発表頂いた各先生方で補足あ

るいは発表頂いた他の先生に質問等あり

ましたら、出して頂くところから始めたい

と思います。いかがでしょうか。 
小小野野：私から、一つ補足です。ご参考までに皆

さんにお話ししますが、今年の 3 月にアメ

リカで「グローバルトレンド 2040」とい

う報告書が出されました。この報告書は、

アメリカ国内の多様なシンクタンクの集

合体により作成されたもので、今後、世界

はどのような社会になっていくかを新任

のアメリカ大統領に教授することを目的

としています。基本的には、アメリカ大統

領が変わるたびに出される報告書です。バ

イデン大統領就任に伴い作成された「グロ

ーバルトレンド 2040」のキーワードは、

これまでの「軍事、経済、エネルギー」か

ら、「環境、経済、エネルギー」に変わり

ました。つまり、これまでの社会に影響を

与えていた「軍事」に変わり、これからの

社会に影響を与えるのは「環境」であると

言えます。 
形形井井：ありがとうございます。それでは熊野先

生、先生のお話で最後におっしゃったこと

は、現状の社会を変えていかなくてはなら

ないということで、しかし、最終的に社会

を構成する個人が意識を変えなければ社

会は変わっていかないだろうというとこ

ろが、先生のご指摘だったと思うのですが。

意識を変えるためにこんなことをすれば

いいということがありますでしょうか。 

熊熊野野：端的に言えば、国家がなくて金融が機能

しないときには人々は混乱すると思うの

です。その時に人々が、希望を失っている

かというと、生活は動いているので、生活

を拠点にして、経済が始まるのです。わか

りやすくいうと「闇市」なんです。国家が

未熟な場合は幸せじゃないかというと、近

代国家の未熟なところでも笑い声、幸せは

あるわけなんです。 
我々は、知らず知らずにこうでなくては

ならないという、規範とか構造的なことに

縛られていると思います。その構造的な基

準が、「持続的な経済のための健全な一員

にならなくてはならない」という構造です。

本当は、健全な社会のための健全な経済を

どうつくるかを考えなければならないと

思います。経済のための社会の一員になっ

てしまっています。これを違うと言ったの

が、10 年前の大震災の 3・11 だったと思

います。貯金通帳は流されて、水道は止ま

り、水も飲めないという中で絶望の淵に留

まってしまったかというと、そうでもなく

て、あの人が生きていたとか、日々現場で

は希望を見つけていた。人の気持ちが動い

たのです。ここに大きなヒントの１つがあ

ります。今、僕らは自由になろうとすれば

するだけ不自由です。SNS でも、余計な

ことを言わないでおこうとする。このよう

な現実を見て、構造的なことを変えるとい

うよりも、生活の中を変えるというレベル

で、それが豊かに変われば、経済はそれで

いいのだとスイッチすればいいのだと思

います。生活を豊かにするということは想

像力なのです。小学校の時から専門性を育

てるようなことをしている管理教育の中

で、我々は道具がなければ遊べない子ども

にしていったわけです。そうではなくて、

社会性というものをもう 1 回見直す時期

38 
 

に来ていると思います。それさえ直せば、

最小限の経済でも笑い声が聞こえる社会

になる。大分端折ってしまったのですが、

僕らは近代社会になったところで、有名な

国富論の洗礼を受けて、能力の高い国民が

増えれば増えるほど、国富が高くなるとい

う１つの方程式を持ってしまったのです。

ですので、経済力がない国は三流国である

と、民族差別まで生んでしまう。でも、エ

チオピア文化と日本文化に差はないわけ

です。そういう人間の本能的に持ってきた

英知の復活が今必要だと思います。それが、

豊かな社会をどう作るかということにな

ると思います。 
形形井井：わかりました。ありがとうございます。

そうすると、舟木先生、今の熊野先生の視

点、お話と、舟木先生のお話は一見遠い位

置にあるように見えるのですが、実は 360
度戻って、一致しているということが言え

ると思うのです。今のお話を聞いて、舟木

先生がお話された生活の中のお灸の視点

から考えられるとどういうふうにお考え

でしょうか。 
舟舟木木：現在、我々鍼灸師は鍼灸院の経営を考え

なければならず、そのため治療とお金を稼

ぐことが密接に関係していると思ってい

ます。しかし、地域社会の中で行われてき

たお灸というのは、そういったこととは無

関係であり、金銭を得るためではなくて、

共同体に属する人々の健康の維持を目的

としています。また、地域社会のお灸は、

互いの健康維持だけでなく、灸点を下ろす

人物や有償・無償の施術を行う者、家族な

ど、治療には複数人が関わり、その中でコ

ミュニケーションが生まれていました。施

灸を通じて、地域社会における人と人との

交流が成り立っていた可能性というのが

あると思うのです。ややまとまりが悪いで

すが、現代の資本主義社会のなかで行われ

る灸とは異なり、地域のコミュニケーショ

ンツールという役割を担っていたのでは

ないかと思います。 
形形井井：そうすると、経済的な合理性という、資

本主義ということまで行かなくていいと

思いますが、経済的をうまく回すための手

段として、あるいは、治療を提供してお金

をもらって生活するという発想を否定す

るということではないですが、地域の健康

というものを高めるという意味を含めた

コミュニケーションツールだと思うので

すが、そういうようなものとしても、今後

日本で、あるいは資本主義社会の中で、そ

ういう機能が何か芽生えてくる、機能して

いく可能性というのは何かお考えですか。 
舟舟木木：愛媛県今治市 S 地区で灸の調査を行っ

た際に、元々地域社会のなかでお灸という

のは盛んに行われていました。しかし、彼

らは鍼灸師にコンタクトを取って行って

いたわけではありませんでした。我々は鍼

灸師なので自身の生活や治療院経営のた

めにお金を稼ぐ必要があるのですが、今後

のお灸の普及を考えると、そもそもお灸を

する人口を増やさなくてはならないと考

えています。そのためには、地域社会で行

われていたような有償のお灸以外のもの

を取り入れていく必要もあるのではない

かと思っています。私は、それが鍼灸師と

持続可能な社会との繋がりにとって重要

であると考えているところがあります。 
形形井井：他の先生方どうですか。今のような考え

方、どのように考えられますか。 
熊熊野野：事業を行ってきた人間の視点からいうと、

今の伝統的な資本主義というのは、資本家

が資本を集めて資本の現場で、先行投資で、

拡大生産を行うという資本主義です。鍼灸

の世界というのは、皆が健康になるかどう

かは、生産現場で確認することではなくて、

生活現場や社会の中で確認して、あの人は

こうなったのだとか、あの人の歩き方を見

ていたら腰が痛んでいるなというような、

社会の中から価値判断をして鍼灸で治す

というように、社会からヒントをもらって、

価値を還元するというやり方です。伝統医

療も含めてです。我々が立っている資本主

義というのは、資本家が資本を集めて現場

で拡大生産をして資本を増やすという領

域には、初めから方程式が合っていないの

に、合わそうと無理をする。逆に今の資本

主義の課題を解決するために、社会を健全

にして、社会的価値を生産現場で作るとい
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形形井井：熊野先生、小野先生、舟木先生、今井先

生、それから形井の 5 名でシンポジウムを

行いますので、5 名の方はミュートとビデ

オの停止を外して頂けますでしょうか。そ

れから、小野先生と私が 2 人で司会を務め

ます。小野先生宜しくお願い致します。 
小小野野：よろしくお願いします。 
形形井井：まずは、ご発表頂いた各先生方で補足あ

るいは発表頂いた他の先生に質問等あり

ましたら、出して頂くところから始めたい

と思います。いかがでしょうか。 
小小野野：私から、一つ補足です。ご参考までに皆

さんにお話ししますが、今年の 3 月にアメ

リカで「グローバルトレンド 2040」とい

う報告書が出されました。この報告書は、

アメリカ国内の多様なシンクタンクの集

合体により作成されたもので、今後、世界

はどのような社会になっていくかを新任

のアメリカ大統領に教授することを目的

としています。基本的には、アメリカ大統

領が変わるたびに出される報告書です。バ

イデン大統領就任に伴い作成された「グロ

ーバルトレンド 2040」のキーワードは、

これまでの「軍事、経済、エネルギー」か

ら、「環境、経済、エネルギー」に変わり

ました。つまり、これまでの社会に影響を

与えていた「軍事」に変わり、これからの

社会に影響を与えるのは「環境」であると

言えます。 
形形井井：ありがとうございます。それでは熊野先

生、先生のお話で最後におっしゃったこと

は、現状の社会を変えていかなくてはなら

ないということで、しかし、最終的に社会

を構成する個人が意識を変えなければ社

会は変わっていかないだろうというとこ

ろが、先生のご指摘だったと思うのですが。

意識を変えるためにこんなことをすれば

いいということがありますでしょうか。 

熊熊野野：端的に言えば、国家がなくて金融が機能

しないときには人々は混乱すると思うの

です。その時に人々が、希望を失っている

かというと、生活は動いているので、生活

を拠点にして、経済が始まるのです。わか

りやすくいうと「闇市」なんです。国家が

未熟な場合は幸せじゃないかというと、近

代国家の未熟なところでも笑い声、幸せは

あるわけなんです。 
我々は、知らず知らずにこうでなくては

ならないという、規範とか構造的なことに

縛られていると思います。その構造的な基

準が、「持続的な経済のための健全な一員

にならなくてはならない」という構造です。

本当は、健全な社会のための健全な経済を

どうつくるかを考えなければならないと

思います。経済のための社会の一員になっ

てしまっています。これを違うと言ったの

が、10 年前の大震災の 3・11 だったと思

います。貯金通帳は流されて、水道は止ま

り、水も飲めないという中で絶望の淵に留

まってしまったかというと、そうでもなく

て、あの人が生きていたとか、日々現場で

は希望を見つけていた。人の気持ちが動い

たのです。ここに大きなヒントの１つがあ

ります。今、僕らは自由になろうとすれば

するだけ不自由です。SNS でも、余計な

ことを言わないでおこうとする。このよう

な現実を見て、構造的なことを変えるとい

うよりも、生活の中を変えるというレベル

で、それが豊かに変われば、経済はそれで

いいのだとスイッチすればいいのだと思

います。生活を豊かにするということは想

像力なのです。小学校の時から専門性を育

てるようなことをしている管理教育の中

で、我々は道具がなければ遊べない子ども

にしていったわけです。そうではなくて、

社会性というものをもう 1 回見直す時期
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に来ていると思います。それさえ直せば、

最小限の経済でも笑い声が聞こえる社会

になる。大分端折ってしまったのですが、

僕らは近代社会になったところで、有名な

国富論の洗礼を受けて、能力の高い国民が

増えれば増えるほど、国富が高くなるとい

う１つの方程式を持ってしまったのです。

ですので、経済力がない国は三流国である

と、民族差別まで生んでしまう。でも、エ

チオピア文化と日本文化に差はないわけ

です。そういう人間の本能的に持ってきた

英知の復活が今必要だと思います。それが、

豊かな社会をどう作るかということにな

ると思います。 
形形井井：わかりました。ありがとうございます。

そうすると、舟木先生、今の熊野先生の視

点、お話と、舟木先生のお話は一見遠い位

置にあるように見えるのですが、実は 360
度戻って、一致しているということが言え

ると思うのです。今のお話を聞いて、舟木

先生がお話された生活の中のお灸の視点

から考えられるとどういうふうにお考え

でしょうか。 
舟舟木木：現在、我々鍼灸師は鍼灸院の経営を考え

なければならず、そのため治療とお金を稼

ぐことが密接に関係していると思ってい

ます。しかし、地域社会の中で行われてき

たお灸というのは、そういったこととは無

関係であり、金銭を得るためではなくて、

共同体に属する人々の健康の維持を目的

としています。また、地域社会のお灸は、

互いの健康維持だけでなく、灸点を下ろす

人物や有償・無償の施術を行う者、家族な

ど、治療には複数人が関わり、その中でコ

ミュニケーションが生まれていました。施

灸を通じて、地域社会における人と人との

交流が成り立っていた可能性というのが

あると思うのです。ややまとまりが悪いで

すが、現代の資本主義社会のなかで行われ

る灸とは異なり、地域のコミュニケーショ

ンツールという役割を担っていたのでは

ないかと思います。 
形形井井：そうすると、経済的な合理性という、資

本主義ということまで行かなくていいと

思いますが、経済的をうまく回すための手

段として、あるいは、治療を提供してお金

をもらって生活するという発想を否定す

るということではないですが、地域の健康

というものを高めるという意味を含めた

コミュニケーションツールだと思うので

すが、そういうようなものとしても、今後

日本で、あるいは資本主義社会の中で、そ

ういう機能が何か芽生えてくる、機能して

いく可能性というのは何かお考えですか。 
舟舟木木：愛媛県今治市 S 地区で灸の調査を行っ

た際に、元々地域社会のなかでお灸という

のは盛んに行われていました。しかし、彼

らは鍼灸師にコンタクトを取って行って

いたわけではありませんでした。我々は鍼

灸師なので自身の生活や治療院経営のた

めにお金を稼ぐ必要があるのですが、今後

のお灸の普及を考えると、そもそもお灸を

する人口を増やさなくてはならないと考

えています。そのためには、地域社会で行

われていたような有償のお灸以外のもの

を取り入れていく必要もあるのではない

かと思っています。私は、それが鍼灸師と

持続可能な社会との繋がりにとって重要

であると考えているところがあります。 
形形井井：他の先生方どうですか。今のような考え

方、どのように考えられますか。 
熊熊野野：事業を行ってきた人間の視点からいうと、

今の伝統的な資本主義というのは、資本家

が資本を集めて資本の現場で、先行投資で、

拡大生産を行うという資本主義です。鍼灸

の世界というのは、皆が健康になるかどう

かは、生産現場で確認することではなくて、

生活現場や社会の中で確認して、あの人は

こうなったのだとか、あの人の歩き方を見

ていたら腰が痛んでいるなというような、

社会の中から価値判断をして鍼灸で治す

というように、社会からヒントをもらって、

価値を還元するというやり方です。伝統医

療も含めてです。我々が立っている資本主

義というのは、資本家が資本を集めて現場

で拡大生産をして資本を増やすという領

域には、初めから方程式が合っていないの

に、合わそうと無理をする。逆に今の資本

主義の課題を解決するために、社会を健全

にして、社会的価値を生産現場で作るとい
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うような、むしろ鍼灸学の方々のポジショ

ニングに資本主義を、方程式を変えるほう

が社会がよくなるのではないかなと思い

ます。 
形形井井：ありがとうございます。他の先生いかが

ですか。小野先生。 
小小野野：舟木先生に質問です。日本の鍼灸文化が

すたれていったターニングポイントの時

期というのは、いつ頃の年代だと思われま

すか。 
舟舟木木：現時点の私の考えですと、日本の社会に

おける鍼灸文化がすたれていったのは、鍼

灸の制度化とリンクしてくるのではない

かと思っています。極端な立場かもしれま

せんが、鍼灸師が庶民のお灸文化を奪った

のではないかと思っているところがあり

ます。まだここは十分に実証できていない

のですが。よく、鍼灸がすたれた原因は、

近代西洋医学が普及したからだと言われ

るのですが、実はそうではないと思いはじ

めています。S 地区の人たちの中には、病

院ができても様々な理由で病院には行け

ずに、地域の中でお灸を実践してきた方も

います。一方、調査をしていると S 地区の

人だけでなく様々な人から、「今は鍼灸っ

て免許がないと出来ないんですよね」と言

われることがあります。そういう声を聴く

と、近代西洋医学が普及したからではなく

て、鍼灸師という資格制度ができて、鍼灸

は免許がないとできないものだという認

識が広まっていくことによって、庶民のお

灸がすたれていった可能性があるのでは

ないか、というのが今の私の考えです。 
小小野野：はい、ありがとうございます。私の発表

の中で、1973 年は今日の日本の医療制度

の雛形が整備された福祉元年と呼ばれる

年であり、現在、我々が享受している医療

サービスの基礎が築かれた年です。また、

同年に 1 県に１校医科大学制度が第二次

田中角栄内閣で閣議決定されています。ま

た、この時期に高度経済成長と列島改造論

が行われ、田舎に住んでいる方も、高速道

路を使って都心部にアクセスできるよう

になり、都心部の高次医療機関を受診でき

るようになっていきました。この時期の民

俗学を含む文献を当たると、この時期を境

に日本の鍼灸やお灸も含めた民間療法が

廃れていく印象を受けています。その代わ

りに日本はどんどん物質的に豊かになっ

ていき、電気やガス、水道など、自由に使

えるような状態になっていきます。それに

伴い、鍼灸師も制度化の中で専門性という

ものをより強調していくというような状

況になっていくと感じています。その辺り

は舟木先生どうでしょうか。 
舟舟木木：確かに私も民俗学における灸の文献を見

ているとそのように感じます。『家庭画報』

の 1968 年 2 月号には、「灸の効用」とい

う特集が組まれており、石原明と深谷伊三

郎が担当している。この特集の冒頭は「ミ

ニスカートの時代に＜お灸のはなし＞ 

とくると、いかにも時代錯誤めいて聞こえ

るかも知れませんが、実は、このお灸がい

ま静かなブームを呼んでいるらしいので

す。」といった記述があります。昭和後期

には、お灸は「過去使われて」いたという

記述が多く出てきている印象があります。

そうすると、今の小野先生の話と関わって

くるものがあると思います。 
形形井井：舟木先生が社会鍼灸学研究会の会誌に投

稿して頂いたお灸の罰の話。その視点で先

程話されたと思うのですが、厳密にいうと

もう少し早いですね。戦後に制度ができて

いる。またその前から営業取り締まり規則

のような形での規則で、制度的なものがあ

ったのですが、戦後明確に、鍼灸・あん摩

の制度ができて、その辺りからということ

を指摘されていますが。勿論、それが現実

的な社会の中に表現され始めるのが 1970
年代という、タイムラグがあるという見方

が当然できると思うのですが、そこはどう

ですか。 
舟舟木木：お灸の罰の話を書いた時は、教育の変遷

の中で変わっていったという考察をさせ

て頂きました。あの時は、明治・大正期あ

たりから人々の疾病観が教育によって変

化し、それに伴いお灸の治療の意味合いが

罰に変わっていったという話を書きまし

た。その影響が 1970 年代になってタイム

ラグで出てき可能性に繋がるかというと、
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そこは直接繋がらないのではないかと思

います。民俗誌をみていると、第 2 次世界

大戦以前からお灸というのは徐々に廃れ

ていっている部分があると思っています。

例えば二日灸という灸の年中行事は、戦前

には失われています。二十日灸という行事

もまた、戦前から戦後にかけて失われてい

きました。あくまでこれは灸の行事であっ

て施術とは意味合いがことなるため、行事

として廃れていったのかお灸として廃れ

ていったのかは明確になっていないので

すが、このことから戦前には徐々に廃れて

きた可能性はあると思います。それが、制

度化によって加速した可能はあるかと思

います。 
形形井井：はい、ありがとうございます。そこら辺

をさらに研究で詰めて行って頂けると皆

さん納得できるところが出てくると思い

ますので、またよろしくお願いします。で

は、少し話題を変えます。 
小小野野：はい、それでは話題を変えて、熊野先生

のお話では、日本の鍼灸師も含めて鍼灸と

日本の伝統医療に流れている「気」の考え

や、東洋思想をもっと活用していったらど

うかということでした。これは他の先生に

もお尋ねしたいことです。鍼灸師を養成す

る際に、東洋思想や気の概念を用いる伝統

医学理論を教育されます。但し、それを身

に着けている鍼灸師はどのくらいいるの

でしょうか。現実には、鍼灸師養成教育の

約 7 割は近代医学の教育科目で、残り約 3
割が東洋思想を含む伝統医学理論の教育

科目となっています。そのような教育科目

構成でなければ、国家試験には合格しない

というのが現状です。実は、近代医学を理

解し、学ぶことは簡単です。我々は、小学

校から近代教育を受けています。我々はそ

の延長線で、時間をかけさえすれば、近代

医学の知識を身に着けることができます。

しかし、東洋思想や伝統医学理論で扱う内

容は、現代では失われつつある内容です。

例えば、十二節季や二十四節季という歳時

記が、現在の日本社会では失われつつあり

ます。これらの歳時記が失われていく生活

の中で、現在の人々にとって、歳時記に沿

った生活様式を前提とした東洋思想や伝

統医学理論を学ぶことは、非常に困難です。

そこで、熊野先生のご指摘に対し、鍼灸師

はどのように応えるのでしょうか。形井先

生はじめ、是非、皆さんにお尋ねしたいで

す。 
形形井井：はい、いかがですか。 
山山田田：日体大の山田江理男と申します。熊野先

生のご発表の中で気の思想というのが、東

洋医学の思想の代表的なものとして述べ

られていたと思うのですが、私はむしろ心

身二元論と一元論の方がもしかしたら根

本的なことにあるのかもしれないと考え

ました。近代の行き詰まりの部分に関して

は私も同感で、ハンナ―連とが指摘しまし

たようになってしまって、非常に消滅的な

形になって、結局自ら近代では行き詰って

しまうという。しかし、デカルト以降の人

間論が基にあって、そのように説明があっ

たと思うのですが、東洋医学の従事者が一

番根本にあるのは、心身一元論ではないか

なと思うのです。それが東洋医学の身体観

が普及することによって、社会も変わると。

その考え方も普及しますので、社会的な変

革にも繋がると考えたのですが。いかがで

しょうか。 
熊熊野野：心身一元論は、大きな意味での生命論で

すね。それは非常に大事だと思うのですが、

僕は『禅』の研究で、西田幾多郎が言った

絶対矛盾的自己同一という考え方、陰陽が

あってこそナチュラルがあるという。その

曖昧とか、複雑というものは、工業ではそ

れは非効率になるので棄てていったので

す。確実なものだけ選んで、より確実にす

るという工業社会というものが、この東洋

思想的な曖昧とか、動的に均衡をとってい

くとか、気持ちが萎えれば身体に影響がで

るとかいうような関係性ではない、いいも

のだけ取るという社会がすべての根源に

あると思うのです。 
思想的なことより、鍼灸師は身体に触る

仕事をされているので、身体に触るという

ことは、患者さんとの安心感の中で治療は

行わないと効果がでないと思っています。

そうなった時に、気の流れに食事の流れ、
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うような、むしろ鍼灸学の方々のポジショ

ニングに資本主義を、方程式を変えるほう

が社会がよくなるのではないかなと思い

ます。 
形形井井：ありがとうございます。他の先生いかが

ですか。小野先生。 
小小野野：舟木先生に質問です。日本の鍼灸文化が

すたれていったターニングポイントの時

期というのは、いつ頃の年代だと思われま

すか。 
舟舟木木：現時点の私の考えですと、日本の社会に

おける鍼灸文化がすたれていったのは、鍼

灸の制度化とリンクしてくるのではない

かと思っています。極端な立場かもしれま

せんが、鍼灸師が庶民のお灸文化を奪った

のではないかと思っているところがあり

ます。まだここは十分に実証できていない

のですが。よく、鍼灸がすたれた原因は、

近代西洋医学が普及したからだと言われ

るのですが、実はそうではないと思いはじ

めています。S 地区の人たちの中には、病

院ができても様々な理由で病院には行け

ずに、地域の中でお灸を実践してきた方も

います。一方、調査をしていると S 地区の

人だけでなく様々な人から、「今は鍼灸っ

て免許がないと出来ないんですよね」と言

われることがあります。そういう声を聴く

と、近代西洋医学が普及したからではなく

て、鍼灸師という資格制度ができて、鍼灸

は免許がないとできないものだという認

識が広まっていくことによって、庶民のお

灸がすたれていった可能性があるのでは

ないか、というのが今の私の考えです。 
小小野野：はい、ありがとうございます。私の発表

の中で、1973 年は今日の日本の医療制度

の雛形が整備された福祉元年と呼ばれる

年であり、現在、我々が享受している医療

サービスの基礎が築かれた年です。また、

同年に 1 県に１校医科大学制度が第二次

田中角栄内閣で閣議決定されています。ま

た、この時期に高度経済成長と列島改造論

が行われ、田舎に住んでいる方も、高速道

路を使って都心部にアクセスできるよう

になり、都心部の高次医療機関を受診でき

るようになっていきました。この時期の民

俗学を含む文献を当たると、この時期を境

に日本の鍼灸やお灸も含めた民間療法が

廃れていく印象を受けています。その代わ

りに日本はどんどん物質的に豊かになっ

ていき、電気やガス、水道など、自由に使

えるような状態になっていきます。それに

伴い、鍼灸師も制度化の中で専門性という

ものをより強調していくというような状

況になっていくと感じています。その辺り

は舟木先生どうでしょうか。 
舟舟木木：確かに私も民俗学における灸の文献を見

ているとそのように感じます。『家庭画報』

の 1968 年 2 月号には、「灸の効用」とい

う特集が組まれており、石原明と深谷伊三

郎が担当している。この特集の冒頭は「ミ

ニスカートの時代に＜お灸のはなし＞ 

とくると、いかにも時代錯誤めいて聞こえ

るかも知れませんが、実は、このお灸がい

ま静かなブームを呼んでいるらしいので

す。」といった記述があります。昭和後期

には、お灸は「過去使われて」いたという

記述が多く出てきている印象があります。

そうすると、今の小野先生の話と関わって

くるものがあると思います。 
形形井井：舟木先生が社会鍼灸学研究会の会誌に投

稿して頂いたお灸の罰の話。その視点で先

程話されたと思うのですが、厳密にいうと

もう少し早いですね。戦後に制度ができて

いる。またその前から営業取り締まり規則

のような形での規則で、制度的なものがあ

ったのですが、戦後明確に、鍼灸・あん摩

の制度ができて、その辺りからということ

を指摘されていますが。勿論、それが現実

的な社会の中に表現され始めるのが 1970
年代という、タイムラグがあるという見方

が当然できると思うのですが、そこはどう

ですか。 
舟舟木木：お灸の罰の話を書いた時は、教育の変遷

の中で変わっていったという考察をさせ

て頂きました。あの時は、明治・大正期あ

たりから人々の疾病観が教育によって変

化し、それに伴いお灸の治療の意味合いが

罰に変わっていったという話を書きまし

た。その影響が 1970 年代になってタイム

ラグで出てき可能性に繋がるかというと、
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そこは直接繋がらないのではないかと思

います。民俗誌をみていると、第 2 次世界

大戦以前からお灸というのは徐々に廃れ

ていっている部分があると思っています。

例えば二日灸という灸の年中行事は、戦前

には失われています。二十日灸という行事

もまた、戦前から戦後にかけて失われてい

きました。あくまでこれは灸の行事であっ

て施術とは意味合いがことなるため、行事

として廃れていったのかお灸として廃れ

ていったのかは明確になっていないので

すが、このことから戦前には徐々に廃れて

きた可能性はあると思います。それが、制

度化によって加速した可能はあるかと思

います。 
形形井井：はい、ありがとうございます。そこら辺

をさらに研究で詰めて行って頂けると皆

さん納得できるところが出てくると思い

ますので、またよろしくお願いします。で

は、少し話題を変えます。 
小小野野：はい、それでは話題を変えて、熊野先生

のお話では、日本の鍼灸師も含めて鍼灸と

日本の伝統医療に流れている「気」の考え

や、東洋思想をもっと活用していったらど

うかということでした。これは他の先生に

もお尋ねしたいことです。鍼灸師を養成す

る際に、東洋思想や気の概念を用いる伝統

医学理論を教育されます。但し、それを身

に着けている鍼灸師はどのくらいいるの

でしょうか。現実には、鍼灸師養成教育の

約 7 割は近代医学の教育科目で、残り約 3
割が東洋思想を含む伝統医学理論の教育

科目となっています。そのような教育科目

構成でなければ、国家試験には合格しない

というのが現状です。実は、近代医学を理

解し、学ぶことは簡単です。我々は、小学

校から近代教育を受けています。我々はそ

の延長線で、時間をかけさえすれば、近代

医学の知識を身に着けることができます。

しかし、東洋思想や伝統医学理論で扱う内

容は、現代では失われつつある内容です。

例えば、十二節季や二十四節季という歳時

記が、現在の日本社会では失われつつあり

ます。これらの歳時記が失われていく生活

の中で、現在の人々にとって、歳時記に沿

った生活様式を前提とした東洋思想や伝

統医学理論を学ぶことは、非常に困難です。

そこで、熊野先生のご指摘に対し、鍼灸師

はどのように応えるのでしょうか。形井先

生はじめ、是非、皆さんにお尋ねしたいで

す。 
形形井井：はい、いかがですか。 
山山田田：日体大の山田江理男と申します。熊野先

生のご発表の中で気の思想というのが、東

洋医学の思想の代表的なものとして述べ

られていたと思うのですが、私はむしろ心

身二元論と一元論の方がもしかしたら根

本的なことにあるのかもしれないと考え

ました。近代の行き詰まりの部分に関して

は私も同感で、ハンナ―連とが指摘しまし

たようになってしまって、非常に消滅的な

形になって、結局自ら近代では行き詰って

しまうという。しかし、デカルト以降の人

間論が基にあって、そのように説明があっ

たと思うのですが、東洋医学の従事者が一

番根本にあるのは、心身一元論ではないか

なと思うのです。それが東洋医学の身体観

が普及することによって、社会も変わると。

その考え方も普及しますので、社会的な変

革にも繋がると考えたのですが。いかがで

しょうか。 
熊熊野野：心身一元論は、大きな意味での生命論で

すね。それは非常に大事だと思うのですが、

僕は『禅』の研究で、西田幾多郎が言った

絶対矛盾的自己同一という考え方、陰陽が

あってこそナチュラルがあるという。その

曖昧とか、複雑というものは、工業ではそ

れは非効率になるので棄てていったので

す。確実なものだけ選んで、より確実にす

るという工業社会というものが、この東洋

思想的な曖昧とか、動的に均衡をとってい

くとか、気持ちが萎えれば身体に影響がで

るとかいうような関係性ではない、いいも

のだけ取るという社会がすべての根源に

あると思うのです。 
思想的なことより、鍼灸師は身体に触る

仕事をされているので、身体に触るという

ことは、患者さんとの安心感の中で治療は

行わないと効果がでないと思っています。

そうなった時に、気の流れに食事の流れ、

─　　　─

社会鍼灸学研究 2021　(通巻16号)

41
39 

 

うような、むしろ鍼灸学の方々のポジショ

ニングに資本主義を、方程式を変えるほう

が社会がよくなるのではないかなと思い

ます。 
形形井井：ありがとうございます。他の先生いかが

ですか。小野先生。 
小小野野：舟木先生に質問です。日本の鍼灸文化が

すたれていったターニングポイントの時

期というのは、いつ頃の年代だと思われま

すか。 
舟舟木木：現時点の私の考えですと、日本の社会に

おける鍼灸文化がすたれていったのは、鍼

灸の制度化とリンクしてくるのではない

かと思っています。極端な立場かもしれま

せんが、鍼灸師が庶民のお灸文化を奪った

のではないかと思っているところがあり

ます。まだここは十分に実証できていない

のですが。よく、鍼灸がすたれた原因は、

近代西洋医学が普及したからだと言われ

るのですが、実はそうではないと思いはじ

めています。S 地区の人たちの中には、病

院ができても様々な理由で病院には行け

ずに、地域の中でお灸を実践してきた方も

います。一方、調査をしていると S 地区の

人だけでなく様々な人から、「今は鍼灸っ

て免許がないと出来ないんですよね」と言

われることがあります。そういう声を聴く

と、近代西洋医学が普及したからではなく

て、鍼灸師という資格制度ができて、鍼灸

は免許がないとできないものだという認

識が広まっていくことによって、庶民のお

灸がすたれていった可能性があるのでは

ないか、というのが今の私の考えです。 
小小野野：はい、ありがとうございます。私の発表

の中で、1973 年は今日の日本の医療制度

の雛形が整備された福祉元年と呼ばれる

年であり、現在、我々が享受している医療

サービスの基礎が築かれた年です。また、

同年に 1 県に１校医科大学制度が第二次

田中角栄内閣で閣議決定されています。ま

た、この時期に高度経済成長と列島改造論

が行われ、田舎に住んでいる方も、高速道

路を使って都心部にアクセスできるよう

になり、都心部の高次医療機関を受診でき

るようになっていきました。この時期の民

俗学を含む文献を当たると、この時期を境

に日本の鍼灸やお灸も含めた民間療法が

廃れていく印象を受けています。その代わ

りに日本はどんどん物質的に豊かになっ

ていき、電気やガス、水道など、自由に使

えるような状態になっていきます。それに

伴い、鍼灸師も制度化の中で専門性という

ものをより強調していくというような状

況になっていくと感じています。その辺り

は舟木先生どうでしょうか。 
舟舟木木：確かに私も民俗学における灸の文献を見

ているとそのように感じます。『家庭画報』

の 1968 年 2 月号には、「灸の効用」とい

う特集が組まれており、石原明と深谷伊三

郎が担当している。この特集の冒頭は「ミ

ニスカートの時代に＜お灸のはなし＞ 

とくると、いかにも時代錯誤めいて聞こえ

るかも知れませんが、実は、このお灸がい

ま静かなブームを呼んでいるらしいので

す。」といった記述があります。昭和後期

には、お灸は「過去使われて」いたという

記述が多く出てきている印象があります。

そうすると、今の小野先生の話と関わって

くるものがあると思います。 
形形井井：舟木先生が社会鍼灸学研究会の会誌に投

稿して頂いたお灸の罰の話。その視点で先

程話されたと思うのですが、厳密にいうと

もう少し早いですね。戦後に制度ができて

いる。またその前から営業取り締まり規則

のような形での規則で、制度的なものがあ

ったのですが、戦後明確に、鍼灸・あん摩

の制度ができて、その辺りからということ

を指摘されていますが。勿論、それが現実

的な社会の中に表現され始めるのが 1970
年代という、タイムラグがあるという見方

が当然できると思うのですが、そこはどう

ですか。 
舟舟木木：お灸の罰の話を書いた時は、教育の変遷

の中で変わっていったという考察をさせ

て頂きました。あの時は、明治・大正期あ

たりから人々の疾病観が教育によって変

化し、それに伴いお灸の治療の意味合いが

罰に変わっていったという話を書きまし

た。その影響が 1970 年代になってタイム

ラグで出てき可能性に繋がるかというと、
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そこは直接繋がらないのではないかと思

います。民俗誌をみていると、第 2 次世界

大戦以前からお灸というのは徐々に廃れ

ていっている部分があると思っています。

例えば二日灸という灸の年中行事は、戦前

には失われています。二十日灸という行事

もまた、戦前から戦後にかけて失われてい

きました。あくまでこれは灸の行事であっ

て施術とは意味合いがことなるため、行事

として廃れていったのかお灸として廃れ

ていったのかは明確になっていないので

すが、このことから戦前には徐々に廃れて

きた可能性はあると思います。それが、制

度化によって加速した可能はあるかと思

います。 
形形井井：はい、ありがとうございます。そこら辺

をさらに研究で詰めて行って頂けると皆

さん納得できるところが出てくると思い

ますので、またよろしくお願いします。で

は、少し話題を変えます。 
小小野野：はい、それでは話題を変えて、熊野先生

のお話では、日本の鍼灸師も含めて鍼灸と

日本の伝統医療に流れている「気」の考え

や、東洋思想をもっと活用していったらど

うかということでした。これは他の先生に

もお尋ねしたいことです。鍼灸師を養成す

る際に、東洋思想や気の概念を用いる伝統

医学理論を教育されます。但し、それを身

に着けている鍼灸師はどのくらいいるの

でしょうか。現実には、鍼灸師養成教育の

約 7 割は近代医学の教育科目で、残り約 3
割が東洋思想を含む伝統医学理論の教育

科目となっています。そのような教育科目

構成でなければ、国家試験には合格しない

というのが現状です。実は、近代医学を理

解し、学ぶことは簡単です。我々は、小学

校から近代教育を受けています。我々はそ

の延長線で、時間をかけさえすれば、近代

医学の知識を身に着けることができます。

しかし、東洋思想や伝統医学理論で扱う内

容は、現代では失われつつある内容です。

例えば、十二節季や二十四節季という歳時

記が、現在の日本社会では失われつつあり

ます。これらの歳時記が失われていく生活

の中で、現在の人々にとって、歳時記に沿

った生活様式を前提とした東洋思想や伝

統医学理論を学ぶことは、非常に困難です。

そこで、熊野先生のご指摘に対し、鍼灸師

はどのように応えるのでしょうか。形井先

生はじめ、是非、皆さんにお尋ねしたいで

す。 
形形井井：はい、いかがですか。 
山山田田：日体大の山田江理男と申します。熊野先

生のご発表の中で気の思想というのが、東

洋医学の思想の代表的なものとして述べ

られていたと思うのですが、私はむしろ心

身二元論と一元論の方がもしかしたら根

本的なことにあるのかもしれないと考え

ました。近代の行き詰まりの部分に関して

は私も同感で、ハンナ―連とが指摘しまし

たようになってしまって、非常に消滅的な

形になって、結局自ら近代では行き詰って

しまうという。しかし、デカルト以降の人

間論が基にあって、そのように説明があっ

たと思うのですが、東洋医学の従事者が一

番根本にあるのは、心身一元論ではないか

なと思うのです。それが東洋医学の身体観

が普及することによって、社会も変わると。

その考え方も普及しますので、社会的な変

革にも繋がると考えたのですが。いかがで

しょうか。 
熊熊野野：心身一元論は、大きな意味での生命論で

すね。それは非常に大事だと思うのですが、

僕は『禅』の研究で、西田幾多郎が言った

絶対矛盾的自己同一という考え方、陰陽が

あってこそナチュラルがあるという。その

曖昧とか、複雑というものは、工業ではそ

れは非効率になるので棄てていったので

す。確実なものだけ選んで、より確実にす

るという工業社会というものが、この東洋

思想的な曖昧とか、動的に均衡をとってい

くとか、気持ちが萎えれば身体に影響がで

るとかいうような関係性ではない、いいも

のだけ取るという社会がすべての根源に

あると思うのです。 
思想的なことより、鍼灸師は身体に触る

仕事をされているので、身体に触るという

ことは、患者さんとの安心感の中で治療は

行わないと効果がでないと思っています。

そうなった時に、気の流れに食事の流れ、
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意識の使い方とかで、生活に影響を与える

ようなご指導もできるはずなのです。個々

の生活が変われば求める商品が変わり、商

品が変われば、企業は変わり、企業が変わ

れば産業が変わり、産業が変われば社会が

変わり、社会が変われば、意識が変わって

いくというような、大河の一滴のような考

え方は身体を通じて伝わる可能性がある

と思っています。そこが目的論になって、

肩こりが治って、腰痛が治ってよかったで

すね、だけになってしまったら、それで東

洋思想が技術論になってしまうことの方

が、気が繋がっていかないのではないかと

思います。答えになっていないかもしれな

いけど、生命力の方に心も体もあるという

のに同意します。 
山山田田：それは、肩こりが治ったということは、

二元論だと思います。だから、心身一元論

の身体観が普及すれば、先生がおっしゃっ

たことに繋がるのではないかと。現実に患

者さんを施術していて、症状だけを捉えて

も治らない、家全体まで包括して、介入し

すぎかもしれないのですが、色々な事まで

総合的にホリスティックに対応しないと

症状が改善できないという問題に当たっ

ていまして・・・・。 
熊熊野野：その時に、先程の小野先生と舟木先生の

議論であったように、1970 年代の高度成

長というのは何をもたらしているかとい

うと効率なのです。田舎において、エネル

ギー革命をもって、薪がいっぱいあるのに

ガスを使うような、牛がいるのにトラクタ

ー使うような、そういう効率が始まるんで

す。多分、恒常的な内的な気候性だけど元

気になるというような作業は、対処ではな

くて根本治療なので、効率より効果が重要

で、効率は人それぞれで、早く効果がでる

人もいれば遅れる人もいる。効果重視の医

療というのが、効率に巻き込まれてしまっ

ていったのが、先程の小野先生と舟木先生

の議論で、繋がっていくと思います。工業

というのは不確実を捨てた。でも、自然と

いうのは不確実のかたまりなので、曖昧で、

うたかたで、あてにならない、弱さの集合

体なのです。でも、弱さの集合体が関係し

ていたらレジデンスの強さを持っている。

決して弱さではないというのが東洋的な

発想ですね。でも、二元論で言ったら、良

いか悪いかということに分けていって、強

さの証明をしたら、人工的と機械的になっ

てしまったということの気づきが今起き

ていると思います。弱さは決して弱みでは

ないのだと。でも、弱さが繋がらなければ

脆さになるのだということが、鍼灸の思想

と一緒だと思います。弱さの哲学的なこと

で社会に訴えるしかないと思います。 
山山田田：近代以降の価値観が払しょくできないと

いうか、すでに我々も小野先生もおっしゃ

られたように近代の考え方に染まってい

るように感じますので、予防医学といった

ときに、予防医学といった言葉が近代医学

的だと思います。病気にならないために、

私はその前に体育とか体と育むことだと

思うのです。それが医療に先立つものだと

思います。だけど、どちらかというと後手

の方になっているのではないか。何かしな

いための予防の考え方になっているので

はないかというのが、そもそも変わってき

ているのではないかと思いました。ありが

とうございます。 
形形井井：ありがとうございました。小野先生、こ

のテーマそのくらいで大丈夫ですか。 
小小野野：このテーマは他の方にもお尋ねしたい、

実は、本質的なことだと考えています。 
形形井井：では、もう少し続けますか。 
小小野野：はい、これは参加されている皆さんにも

お尋ねしたいことです。例えばドライニー

ドルなど、様々な近代医学的な鍼の技術が

北米で注目されています。鍼灸は、単なる

物理刺激なのでしょうか。先程、熊野先生

がご指摘された技術論から言えば、おそら

く鍼灸は鍼灸師が担わなくてもいいので

はないかという話にならざるを得ません。

つまり、鍼灸師の存在意義に関わる話だと

考えられますので、是非、先生方のご意見

をお聞きしたいと考え質問しました。 
形形井井：今井先生に質問がチャットであります。 
今今井井：先程、種村先生からご質問がありまして。

鍼管のリサイクルは個人治療院でもでき

るのかという質問を頂きました。個人治療
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院でも十分に可能ですし、鍼の混入だけを

避けて頂ければ RPM ができると回答さ

せていただきました。 
形形井井：今井先生が発表されたものが、今後日本

中の鍼灸治療院で鍼管を集めて効率よく、

燃料に変えていくというような動きにな

っていくような方法論、どのように進めて

いけばよいのか。という種村先生のご質問

ですね。 
今今井井：種村先生、どうでしょうか。 
種種村村：ありがとうございます。こんにちは。個

人病院でもできる何かあればと思い質問

させていただきました。多分、考えていら

っしゃる先生方はたくさんいらっしゃる

と思いますので、末端の先生達も何か貢献

できればと思いました。回答、ありがとう

ございます。 
今今井井：はい、ありがとうございます。実際、RPF

化というのは、いわゆる日常の廃プラ処理

にのるものですので、体液のついていない

物に関しては、鍼管とパッケージは一般ご

みとして出して頂ければ RPF になります。 

何かムーブメントをするというよりは、そ

ういうことを知るということが鍼灸の中

ではエコロジーに繋がると。それで、また

そのエコロジー化に繋がって、SDGs の根

本的な課題や命題は、先程の熊野先生がご

説明された中の問題や課題が繋がってい

くと思っています。ありがとうございます。

勉強になりました。 
種種村村：ありがとうございます。 
熊熊野野：今井先生。よろしいでしょうか。今井先

生の発表は、かなり今世界の動きからする

と変わってきていまして、RPF 代替燃料

に関しては、ヨーロッパのサーキュラーモ

デル化すると、サーキュラにカウントしな

くなっているのです。どちらかというと、

クラシックというものが化石燃料に対す

る開発の資金も含め圧が弱くなっている。

海洋プラスチックを含めて地球の生態系

の分解速度に合っていないという規範の

中で、生態系の悪影響を起こすということ

で、プラスチックの考え方はレイヤーを変

えてリサイクルする考え方ではなく、炭素

循環という考え方になっています。ポスト

コンシューマーという、消費者のその先と

いう考え方で、例えば花王とかライオンと

かというプラスチック容器を売っている

ところは、自分たちの責任でプラスチック

を回収するという、「利用者責任概念から、

生産者責任概念」が世界の潮流になってい

ます。ですので、今、足元は今井先生がお

っしゃたことは良いことなのですが、時代

をもう少し伸ばして言うと、プラスチック

を使って売っているメーカーさんはそれ

を回収することになっていると思います。

そして、ケミカルリサイクル、マテリアル

リサイクル、もう 1 回 PP というものから

PP を戻すというのが、マテリアルリサイ

クルなのです。これは資源化すればするほ

ど、劣化もするので、今注目されているの

がケミカルリサイクル、C と H と O に再

分解して再結合させるという、こういう流

れになって、廃棄物は貴重な原料になると

いう。それまで生産コストに入れようとい

う流れが１つあります。それから、私がび

っくりしたのは、鍼の使い捨てのことをこ

れだけ真剣に議論されているということ

です。我々環境の専門家からいうと、使い

捨てというのは、例えば悪くないと言うと

語弊がありますが、割り箸というものも使

い捨てなんです。清潔さを保つという。割

り箸が間伐材の原料を超えない範囲で割

り箸を使い捨てするというのは、これは環

境的に良いのです。問題は間伐材を使わず

に、主伐材を割り箸にしたらこれは問題で

す。同様に使い捨ての鍼、ステンレスなら

貴重なクロム、ニッケルが入っているので、

これはそれが枯渇しない範囲で回すとい

うような。もう一度回収して衛生を担保し

て、うちの鍼を使ってくださいというメー

カー側のサービスになってくる時代にな

っていくと思います。むしろ皆さんはそれ

をメーカーさんにプッシュする方がサー

キュラモデルの先進国になると考えます。

今、リサイクルシステムからサーキュラシ

ステムに移行していくという方が世界の

流れだということを、申し上げました。 
今今井井：熊野先生と全く同じ考えでして、マテリ

アルリサイクルとケミカルリサイクル、こ
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意識の使い方とかで、生活に影響を与える

ようなご指導もできるはずなのです。個々

の生活が変われば求める商品が変わり、商

品が変われば、企業は変わり、企業が変わ

れば産業が変わり、産業が変われば社会が

変わり、社会が変われば、意識が変わって

いくというような、大河の一滴のような考

え方は身体を通じて伝わる可能性がある

と思っています。そこが目的論になって、

肩こりが治って、腰痛が治ってよかったで

すね、だけになってしまったら、それで東

洋思想が技術論になってしまうことの方

が、気が繋がっていかないのではないかと

思います。答えになっていないかもしれな

いけど、生命力の方に心も体もあるという

のに同意します。 
山山田田：それは、肩こりが治ったということは、

二元論だと思います。だから、心身一元論

の身体観が普及すれば、先生がおっしゃっ

たことに繋がるのではないかと。現実に患

者さんを施術していて、症状だけを捉えて

も治らない、家全体まで包括して、介入し

すぎかもしれないのですが、色々な事まで

総合的にホリスティックに対応しないと

症状が改善できないという問題に当たっ

ていまして・・・・。 
熊熊野野：その時に、先程の小野先生と舟木先生の

議論であったように、1970 年代の高度成

長というのは何をもたらしているかとい

うと効率なのです。田舎において、エネル

ギー革命をもって、薪がいっぱいあるのに

ガスを使うような、牛がいるのにトラクタ

ー使うような、そういう効率が始まるんで

す。多分、恒常的な内的な気候性だけど元

気になるというような作業は、対処ではな

くて根本治療なので、効率より効果が重要

で、効率は人それぞれで、早く効果がでる

人もいれば遅れる人もいる。効果重視の医

療というのが、効率に巻き込まれてしまっ

ていったのが、先程の小野先生と舟木先生

の議論で、繋がっていくと思います。工業

というのは不確実を捨てた。でも、自然と

いうのは不確実のかたまりなので、曖昧で、

うたかたで、あてにならない、弱さの集合

体なのです。でも、弱さの集合体が関係し

ていたらレジデンスの強さを持っている。

決して弱さではないというのが東洋的な

発想ですね。でも、二元論で言ったら、良

いか悪いかということに分けていって、強

さの証明をしたら、人工的と機械的になっ

てしまったということの気づきが今起き

ていると思います。弱さは決して弱みでは

ないのだと。でも、弱さが繋がらなければ

脆さになるのだということが、鍼灸の思想

と一緒だと思います。弱さの哲学的なこと

で社会に訴えるしかないと思います。 
山山田田：近代以降の価値観が払しょくできないと

いうか、すでに我々も小野先生もおっしゃ

られたように近代の考え方に染まってい

るように感じますので、予防医学といった

ときに、予防医学といった言葉が近代医学

的だと思います。病気にならないために、

私はその前に体育とか体と育むことだと

思うのです。それが医療に先立つものだと

思います。だけど、どちらかというと後手

の方になっているのではないか。何かしな

いための予防の考え方になっているので

はないかというのが、そもそも変わってき

ているのではないかと思いました。ありが

とうございます。 
形形井井：ありがとうございました。小野先生、こ

のテーマそのくらいで大丈夫ですか。 
小小野野：このテーマは他の方にもお尋ねしたい、

実は、本質的なことだと考えています。 
形形井井：では、もう少し続けますか。 
小小野野：はい、これは参加されている皆さんにも

お尋ねしたいことです。例えばドライニー

ドルなど、様々な近代医学的な鍼の技術が

北米で注目されています。鍼灸は、単なる

物理刺激なのでしょうか。先程、熊野先生

がご指摘された技術論から言えば、おそら

く鍼灸は鍼灸師が担わなくてもいいので

はないかという話にならざるを得ません。

つまり、鍼灸師の存在意義に関わる話だと

考えられますので、是非、先生方のご意見

をお聞きしたいと考え質問しました。 
形形井井：今井先生に質問がチャットであります。 
今今井井：先程、種村先生からご質問がありまして。

鍼管のリサイクルは個人治療院でもでき

るのかという質問を頂きました。個人治療
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院でも十分に可能ですし、鍼の混入だけを

避けて頂ければ RPM ができると回答さ

せていただきました。 
形形井井：今井先生が発表されたものが、今後日本

中の鍼灸治療院で鍼管を集めて効率よく、

燃料に変えていくというような動きにな

っていくような方法論、どのように進めて

いけばよいのか。という種村先生のご質問

ですね。 
今今井井：種村先生、どうでしょうか。 
種種村村：ありがとうございます。こんにちは。個

人病院でもできる何かあればと思い質問

させていただきました。多分、考えていら

っしゃる先生方はたくさんいらっしゃる

と思いますので、末端の先生達も何か貢献

できればと思いました。回答、ありがとう

ございます。 
今今井井：はい、ありがとうございます。実際、RPF

化というのは、いわゆる日常の廃プラ処理

にのるものですので、体液のついていない

物に関しては、鍼管とパッケージは一般ご

みとして出して頂ければ RPF になります。 

何かムーブメントをするというよりは、そ

ういうことを知るということが鍼灸の中

ではエコロジーに繋がると。それで、また

そのエコロジー化に繋がって、SDGs の根

本的な課題や命題は、先程の熊野先生がご

説明された中の問題や課題が繋がってい

くと思っています。ありがとうございます。

勉強になりました。 
種種村村：ありがとうございます。 
熊熊野野：今井先生。よろしいでしょうか。今井先

生の発表は、かなり今世界の動きからする

と変わってきていまして、RPF 代替燃料

に関しては、ヨーロッパのサーキュラーモ

デル化すると、サーキュラにカウントしな

くなっているのです。どちらかというと、

クラシックというものが化石燃料に対す

る開発の資金も含め圧が弱くなっている。

海洋プラスチックを含めて地球の生態系

の分解速度に合っていないという規範の

中で、生態系の悪影響を起こすということ

で、プラスチックの考え方はレイヤーを変

えてリサイクルする考え方ではなく、炭素

循環という考え方になっています。ポスト

コンシューマーという、消費者のその先と

いう考え方で、例えば花王とかライオンと

かというプラスチック容器を売っている

ところは、自分たちの責任でプラスチック

を回収するという、「利用者責任概念から、

生産者責任概念」が世界の潮流になってい

ます。ですので、今、足元は今井先生がお

っしゃたことは良いことなのですが、時代

をもう少し伸ばして言うと、プラスチック

を使って売っているメーカーさんはそれ

を回収することになっていると思います。

そして、ケミカルリサイクル、マテリアル

リサイクル、もう 1 回 PP というものから

PP を戻すというのが、マテリアルリサイ

クルなのです。これは資源化すればするほ

ど、劣化もするので、今注目されているの

がケミカルリサイクル、C と H と O に再

分解して再結合させるという、こういう流

れになって、廃棄物は貴重な原料になると

いう。それまで生産コストに入れようとい

う流れが１つあります。それから、私がび

っくりしたのは、鍼の使い捨てのことをこ

れだけ真剣に議論されているということ

です。我々環境の専門家からいうと、使い

捨てというのは、例えば悪くないと言うと

語弊がありますが、割り箸というものも使

い捨てなんです。清潔さを保つという。割

り箸が間伐材の原料を超えない範囲で割

り箸を使い捨てするというのは、これは環

境的に良いのです。問題は間伐材を使わず

に、主伐材を割り箸にしたらこれは問題で

す。同様に使い捨ての鍼、ステンレスなら

貴重なクロム、ニッケルが入っているので、

これはそれが枯渇しない範囲で回すとい

うような。もう一度回収して衛生を担保し

て、うちの鍼を使ってくださいというメー

カー側のサービスになってくる時代にな

っていくと思います。むしろ皆さんはそれ

をメーカーさんにプッシュする方がサー

キュラモデルの先進国になると考えます。

今、リサイクルシステムからサーキュラシ

ステムに移行していくという方が世界の

流れだということを、申し上げました。 
今今井井：熊野先生と全く同じ考えでして、マテリ

アルリサイクルとケミカルリサイクル、こ
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意識の使い方とかで、生活に影響を与える

ようなご指導もできるはずなのです。個々

の生活が変われば求める商品が変わり、商

品が変われば、企業は変わり、企業が変わ

れば産業が変わり、産業が変われば社会が

変わり、社会が変われば、意識が変わって

いくというような、大河の一滴のような考

え方は身体を通じて伝わる可能性がある

と思っています。そこが目的論になって、

肩こりが治って、腰痛が治ってよかったで

すね、だけになってしまったら、それで東

洋思想が技術論になってしまうことの方

が、気が繋がっていかないのではないかと

思います。答えになっていないかもしれな

いけど、生命力の方に心も体もあるという

のに同意します。 
山山田田：それは、肩こりが治ったということは、

二元論だと思います。だから、心身一元論

の身体観が普及すれば、先生がおっしゃっ

たことに繋がるのではないかと。現実に患

者さんを施術していて、症状だけを捉えて

も治らない、家全体まで包括して、介入し

すぎかもしれないのですが、色々な事まで

総合的にホリスティックに対応しないと

症状が改善できないという問題に当たっ

ていまして・・・・。 
熊熊野野：その時に、先程の小野先生と舟木先生の

議論であったように、1970 年代の高度成

長というのは何をもたらしているかとい

うと効率なのです。田舎において、エネル

ギー革命をもって、薪がいっぱいあるのに

ガスを使うような、牛がいるのにトラクタ

ー使うような、そういう効率が始まるんで

す。多分、恒常的な内的な気候性だけど元

気になるというような作業は、対処ではな

くて根本治療なので、効率より効果が重要

で、効率は人それぞれで、早く効果がでる

人もいれば遅れる人もいる。効果重視の医

療というのが、効率に巻き込まれてしまっ

ていったのが、先程の小野先生と舟木先生

の議論で、繋がっていくと思います。工業

というのは不確実を捨てた。でも、自然と

いうのは不確実のかたまりなので、曖昧で、

うたかたで、あてにならない、弱さの集合

体なのです。でも、弱さの集合体が関係し

ていたらレジデンスの強さを持っている。

決して弱さではないというのが東洋的な

発想ですね。でも、二元論で言ったら、良

いか悪いかということに分けていって、強

さの証明をしたら、人工的と機械的になっ

てしまったということの気づきが今起き

ていると思います。弱さは決して弱みでは

ないのだと。でも、弱さが繋がらなければ

脆さになるのだということが、鍼灸の思想

と一緒だと思います。弱さの哲学的なこと

で社会に訴えるしかないと思います。 
山山田田：近代以降の価値観が払しょくできないと

いうか、すでに我々も小野先生もおっしゃ

られたように近代の考え方に染まってい

るように感じますので、予防医学といった

ときに、予防医学といった言葉が近代医学

的だと思います。病気にならないために、

私はその前に体育とか体と育むことだと

思うのです。それが医療に先立つものだと

思います。だけど、どちらかというと後手

の方になっているのではないか。何かしな

いための予防の考え方になっているので

はないかというのが、そもそも変わってき

ているのではないかと思いました。ありが

とうございます。 
形形井井：ありがとうございました。小野先生、こ

のテーマそのくらいで大丈夫ですか。 
小小野野：このテーマは他の方にもお尋ねしたい、

実は、本質的なことだと考えています。 
形形井井：では、もう少し続けますか。 
小小野野：はい、これは参加されている皆さんにも

お尋ねしたいことです。例えばドライニー

ドルなど、様々な近代医学的な鍼の技術が

北米で注目されています。鍼灸は、単なる

物理刺激なのでしょうか。先程、熊野先生

がご指摘された技術論から言えば、おそら

く鍼灸は鍼灸師が担わなくてもいいので

はないかという話にならざるを得ません。

つまり、鍼灸師の存在意義に関わる話だと

考えられますので、是非、先生方のご意見

をお聞きしたいと考え質問しました。 
形形井井：今井先生に質問がチャットであります。 
今今井井：先程、種村先生からご質問がありまして。

鍼管のリサイクルは個人治療院でもでき

るのかという質問を頂きました。個人治療
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院でも十分に可能ですし、鍼の混入だけを

避けて頂ければ RPM ができると回答さ
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れがプラスチックリサイクルに関しては

一番王道だと思います。また、業者がそれ

を回収して再度利用できるというところ

まで行けたら、これは素晴らしいと。ただ、

今現在のところで、その段階を見据えて、

議論をしていく必要があると思います。実

は、先日うちの大学入試で高校生が受験し

に来るわけですが、高校で SDGｓについ

ての調査と学習をしたという学生が来ま

した。その学生に、SDGs を学習した以上、

鍼灸の世界で何か思うことがないか尋ね

たら、ディスポーザブルの鍼を 1 本 1 本

捨てるのがもったいないと言った学生が

いました。私自身は、鍼管の再利用はとも

かく、鍼に関してはというところがあった

のですが、鍼の金属の再利用ということを

考えるときも来るのではないかと、その学

生の言葉でピンときました。今、熊野先生

も同じことを言ってくださったので、人の

体に入った鍼、体液が付いた鍼が再利用で

きないではなくて、業者がそれをきちんと

引き取って、洗浄、滅菌して、きちんとし

てクリティカルパスの中に入れて再利用

という時代も将来的には、言っていっても

いいのかなと思っていますので、熊野先生、

心強いお言葉ありがとうございます。 
熊熊野野：多分、それが気が繋がることだと思うん

です。循環というのは、気が繋がっていく

ものが繋がっていくということで、そこを

関係性が切れていかないのです。繋がって

いきます。そこらへんは、皆さんの思想的

にも合っているのではないかと思います。 
今今井井：今現在、決して人に打った鍼を無条件で

循環したほうがよいという意味ではない

ですよね、熊野先生。 
熊熊野野：例えば溶かしてもいいと思います。衛生

ではなく、規格がシビアな原料に戻すとい

うことです。溶かすことで 1000 度以上の

温度がかかるので、完全滅菌できますので、

そういうことが大事だと思います。今、ブ

ロックチェーンで、原料が全部共通化して

いるので。世の中の流れはそっち側に行っ

ています。 
今今井井：ありがとうございます。 
形形井井：ありがとうございました。鍼の話はそこ

らへんで大丈夫そうですので。今井先生チ

ャット見れますか。 
今今井井：はい。今、津嘉山先生からの質問で、鍼

管の材料にはメーカーによって若干の違

いはあります。ですが、油化技術、先程の

ケミカルリサイクルに関しては、ある程度

の材質は多少混入してもできるというふ

うになっています。また、RPF、固形燃料

に関しては、樹脂、プラスチック、紙、そ

れらをぎゅっと凝縮して燃料化するので、

あまりメーカーによって材質の違いは問

題となっていません。以上です。 
形形井井：はい、ありがとうございます。それでは、

もう少しお話したかったのですが、時間で

すので、小野先生、気の話は、先程熊野先

生がまとめられた、循環が気をベースとし

て循環に繋がるのではないかというとこ

ろで、今日のところはまとめさせてもらい

ます。また、別の機会があればその話も含

めてできればと思います。小野先生、簡単

にまとめの話をいただけますか。 
小小野野：肝心なところが議論できなかったという、

心残りがあります。いずれにしても、環境

問題にかかわることは、我々自身に突きつ

けられている 21 世紀の大きな課題です。

結局、日本の鍼灸師は、近代国家で生きて

おり、近代科学、近代医学を学んできたと

いう経緯の中で、鍼灸を生業としている方

が殆どだと思います。この現実の中で、各

鍼灸師の思想自体も近代の影響を受けて

おり、近代科学が絶対視している方が多い

かと思います。しかし、その結果が環境を

破壊してきたことに対して、どのように対

応していくのでしょうか。鍼灸師の立場で、

伝統医療の立場で、環境問題にどのように

対応できるのでしょうか。それを考えなけ

れば、鍼灸もいずれ近代医療と同じような

道を歩んでいくことになると考えられま

す。それが、発展の道か、滅びの道かは分

かりませんが。なぜなら、近代医療と伝統

医療の理論は、根本的に違いはないという

ことになり、鍼灸はドライニードルでいい

じゃないか、鍼灸師ではなくても、鍼灸は

誰がやってもいいじゃないかということ

になるからです。この議論を避けていては、
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おそらく鍼灸を含む伝統医療や鍼灸師に

は未来はないと私は考えています。環境問

題から、鍼灸や鍼灸師の存在意義を問うこ

とは、鍼灸や鍼灸師の未来を考える上で、

今後、必要不可欠になると考えています。 

形形井井：はい、ありがとうございました。今日の

テーマは、これから鍼灸界で広め。議論し

ていかなければいけないテーマであろうと

思います。切り口はいくつかあると思いま

す。次の機会に深めていければと思います。 
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伝統医療の立場で、環境問題にどのように

対応できるのでしょうか。それを考えなけ

れば、鍼灸もいずれ近代医療と同じような

道を歩んでいくことになると考えられま

す。それが、発展の道か、滅びの道かは分

かりませんが。なぜなら、近代医療と伝統

医療の理論は、根本的に違いはないという

ことになり、鍼灸はドライニードルでいい

じゃないか、鍼灸師ではなくても、鍼灸は

誰がやってもいいじゃないかということ

になるからです。この議論を避けていては、
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おそらく鍼灸を含む伝統医療や鍼灸師に

は未来はないと私は考えています。環境問

題から、鍼灸や鍼灸師の存在意義を問うこ

とは、鍼灸や鍼灸師の未来を考える上で、

今後、必要不可欠になると考えています。 

形形井井：はい、ありがとうございました。今日の

テーマは、これから鍼灸界で広め。議論し

ていかなければいけないテーマであろうと

思います。切り口はいくつかあると思いま

す。次の機会に深めていければと思います。 
  




